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「
郊
居
」
と
は
郊
外
の
住
居
即
ち
田
舎
住
ま
い
で
あ
る
。

昨
今
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
市
街
地
か
ら
離
れ
て
自
然
と

親
し
む
機
会
が
多
く
な
っ
た
。
私
は
四
十
年
以
上
鈴
鹿

山
麓
に
住
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
町
の
方
に
ば
か
り

目
を
向
け
て
き
て
、
身
近
な
自
然
に
は
全
く
無
関
心
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
、
山
麓
を
ド
ラ
イ
ブ
し
た

り
、
山
の
中
腹
の
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
コ
ー
ヒ
ー
を
す

す
り
な
が
ら
伊
勢
湾
を
遠
望
す
る
機
会
が
非
常
に
多
く

な
り
、
拙
堂
が
自
然
を
詠
ん
だ
詩
の
気
持
ち
が
或
る
程

度
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
。

拙
堂
は
嘉
永
四
年
、
五
十
五
歳
の
時
、
引
退
後
に
暮
ら

す
私
邸
を
始
め
て
「
郊
外
」
に
建
て
た
。
そ
れ
ま
で
は

藩
邸
、
今
で
い
え
ば
公
務
員
住
宅
に
住
ん
で
い
て
持
ち

家
が
無
か
っ
た
の
だ
。
山
荘
を
造
営
し
た
と
き
最
初
に

詠
ん
だ
詩
の
一
節
に

「
衰
来
た
り
て
始
め
て
覚
ゆ
郊
居
の
好
き
を
、
老
去い
た

り
て

倍ま
す

ま
す
知
る
身
世
の
浮
き
を
。」

と
い
う
句
が
あ
る
。
だ
が
、
私
に
と
っ
て
は
恥
ず
か
し

な
が
ら
、
掲
題
の
「
コ
ロ
ナ
来
た
り
て
始
め
て
覚

ゆ
・
・
・
」
な
の
で
あ
る
。

拙
堂
は
そ
の
別
荘
で
何
を
し
た
か
。
庭
石
を
移
し
た

り
植
え
木
を
植
え
替
え
た
り
と
結
構
忙
し
い
と
詠
っ
て

い
る
。
松
竹
菊
梅
な
ど
四
季
折
々
の
花
、
鶯
、
ホ
ト
ト

ギ
ス
な
ど
も
詠
っ
て
い
る
。
私
も
鈴
鹿
の
山
野
を
歩
い

て
拙
堂
の
追
体
験
が
で
き
て
う
れ
し
い
。
休
日
や
引
退

後
に
「
朝
寝
」
が
で
き
る
こ
と
が
喜
び
だ
っ
た
に
ち
が

い
な
い
。
起
床
後
茶
を
飲
み
庭
石
に
降
り
立
っ
て
雲
の

流
れ
を
看
る
と
い
う
句
が
あ
る
。
私
も
近
頃
、
雲
を
友

達
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
拙
堂
の
影
響

か
も
し
れ
な
い
。
と
く
に
「
白
雲
」
が
よ
い
。
青
空
に

白
雲
、
青
山
に
白
雲
が
よ
い
。
雲
と
い
っ
て
も
灰
色
の

雲
は
ご
免
こ
う
む
り
た
い
が
、
雨
上
が
り
霧
の
か
か
っ

た
山
の
風
情
は
大
変
好
ま
し
い
。
拙
堂
の
よ
う
に
庭
の

竹
を
「
此
の
君
」
な
ど
と
愛
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
私

だ
が
、
一
つ
だ
け
拙
堂
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
私
の
家
の
近
く
に
出
来
た
新
温
泉
の
中
庭
に
か

な
り
広
い
竹
林
が
あ
る
の
で
一
幅
の
竹
の
大
水
墨
画
を

鑑
賞
す
る
気
分
で
大
浴
場
の
湯
に
つ
か
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。

拙
堂
の
詩
に
は
、「
世
間
の
塵
を
の
が
れ
て
」
と
い
う

コ
ロ
ナ
来
た
り
て
始
め
て

　
覚
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う
文
句
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
公
害
の
な
い
当
時
、

「
塵
」
と
は
「
利
欲
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
だ
か
ら
、

気
の
合
っ
た
友
人
が
訪
ね
て
く
る
と
大
変
喜
ん
で
、
庭

前
の
菜
園
で
韮
（
に
ら
）
を
摘
ん
で
味
噌
和
え
に
で
も

し
て
一
献
傾
け
る
の
が
非
常
に
好
き
だ
っ
た
。
そ
れ
こ

そ
が
「
青
眼
の
友
」
と
の
付
き
合
い
と
い
う
も
の
で
あ

ろ
う
。

拙
堂
は
隠
者
に
な
り
た
か
っ
た
が
、「
黒
船
来
航
」
の

時
代
、
そ
う
も
い
か
な
か
っ
た
。
拙
堂
は
退
職
後
も
農

業
の
書
物
を
手
放
さ
な
か
っ
た
。
世
捨
て
人
で
は
な

か
っ
た
の
だ
。

今
日
は
そ
れ
以
上
の
国
家
的
危
機
だ
。
米
中
覇
権
戦

争
の
狭
間
に
あ
る
不
沈
空
母
日
本
の
将
来
は
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
か
。	

グ
レ
ー
ト
リ
セ
ッ
ト
、
デ
ジ
タ
ル
・

フ
ァ
シ
ズ
ム
な
ど
な
ど
世
間
は
喧
し
い
。
郊
居
で
暢
気

に
暮
し
て
い
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
昨
今
で
あ
る
。

顕
彰
会
創
立
五
ケ
年
が
経
過
し
て
、
悲
し
い
出
来
事

に
出
逢
っ
た
。
四
月
十
七
日
の
事
で
し
た
。
拙
堂
の
玄

孫
で
あ
り
、
当
会
の
創
設
者
で
も
あ
る
齋
藤
正
和
先
生

の
奥
方
、
國
子
様
が
天
に
召
さ
れ
た
の
で
す
。
私
が
親

し
く
お
会
い
し
た
の
は
五
年
前
、
津
市
比
佐
豆
知
神
社

境
内
に｢

拙
堂
先
生
山
荘
址
碑｣

が
建
立
さ
れ
た
時
の

こ
と
、
正
和
先
生
に
寄
り
添
い
、
毅
然
と
し
て
来
場
の

方
々
に
気
配
り
さ
れ
て
い
る
老
婦
人
に
、
日
本
古
来
よ

り
の
婦
道
の
真
の
姿
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
正

和
先
生
宅
に
電
話
を
す
る
度
に｢

龍
宗
先
生
で
す
ネ
、
し

ば
ら
く
お
待
ち
下
さ
い｣

と
、
や
さ
し
い
お
声
で
対
応

さ
れ
、
そ
の
温
厚
な
人
柄
を
想
い
、
ど
こ
か
天
国
に
い

前列 正和先生　左隣 國子様

夫つ
ま

さ
さ
ふ
一ひ

と

よ生
の
夢ゆ

め

よ
あ
り
し
日ひ

の　

　
　
　
　
　
　
　

電で

ん

わ話
の
声こ

え

ぞ
い
ま
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ば
る
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龍
宗

思思  

いい  

出出  

のの  
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る
母
親
と
接
し
て
い
る
か
の
様
に
思
っ
た
も
の
で
し
た
。

い
つ
の
頃
か
ら
か
会
議
の
席
で
正
和
先
生
に
お
会
い
す

る
と｢
家
内
の
具
合
が
良
く
な
い
の
で
私
が
看
護
し
て

い
ま
す
よ｣
と
笑
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
、
正

に
夫
唱
婦
随
の
微
笑
ま
し
い
理
想
の
ご
夫
婦
で
あ
る
と

感
心
し
て
い
た
。

突
然
の
訃
報
に｢
浮
生
若
夢｣

と
は
い
え
悲
し
み
の

情
を
禁
じ
え
ず
、
唯
佛
前
に
香
を
立
て
冥
福
を
祈
る
の

み
で
あ
っ
た
。
國
子
さ
ん
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
、

安
ら
か
に
お
ね
む
り
下
さ
い
。

さ
て
拙
堂
は
一
八
四
四
年
、
四
十
七
才
の
時
、
妻
、
澄

と
永
遠
の
別
れ
を
し
て
い
る
、
一
八
三
六
年
、
三
十
九

才
の
時
、
病
弱
で
あ
っ
た
妻
の
受
診
の
た
め
京
都
に
出

向
い
て
い
る
、
拙
堂
の
代
表
詩
「
禁
門
を
過
ぐ
」
が
詠

わ
れ
た
と
き
で
あ
る
、
大
へ
ん
な
愛
妻
家
で
あ
っ
た
こ

と
を
偲
ば
せ
る
、
四
十
四
才
で
郡
奉
行
と
な
り
四
十
六

才
で
督
学
参
謀
と
な
り
順
調
に
栄
転
を
重
ね
、
督
学
を

目
前
と
し
た
と
き
の
悲
し
み
に
次
の
詩
を
詠
っ
て
い
る
。

「
西
窓
に
燭
を
切
り
し
時
」
中
国
の
故
事
を
引
用
し
て

妻
と
夜
話
し
合
っ
た
事
を
な
つ
か
し
ん
で
の
詩
で
あ
る
、

正
和
先
生
の
心
境
を
拝
し
、
先
生
の
弥
栄
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
に
て
新
年
を
お
迎
え

い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
幾
年
か
影
の
よ
う
に
隋
っ
て

　
突
然
私
か
ら
去
っ
て
何
く
へ
か
い
っ
た

　
人
は
ば
か
る
こ
と
な
く
涙
が
た
え
ず

　
物
を
み
て
も
深
い
悲
し
み
で
あ
る

　	

今	

な
ほ
ね
ど
こ
に
は
ほ
う
ふ
つ
と
し
て
お
も

か
げ
が
あ
り

　	

ゆ	

め
の
中
に
は
っ
き
り
と
表
れ
ね
て
も
さ
め

て
も
う
つ
つ
か
と
お
も
う

　
月
の
夜
が
来
た
り
共
に
弔
う
に

　
気	

ぬ
け
し
て
想
う
に
妻
の
室
の
灯
を
消
し
た

と
き
だ
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前
号
で
拙
堂
は
洋
学
を
探
究
し
地
政
学
的
国
防
を
提

唱
し
て
、
長
い
間
鎖
国
の
た
め
井
の
中
の
蛙
に
な
っ
て

い
た
日
本
人
に
対
し
、
広
く
世
界
に
目
を
向
け
よ
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
事
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
有
造
館
に

洋
学
館
・
種
痘
館
を
創
設
し
、
蘭
学
者
を
招
聘
し
、
江

 

督
学
　
齋
藤
拙
堂
の
人
材
教
育

　
長
崎
海
軍
伝
習
所
に

　
　  

派
遣
さ
れ
た
俊
英
た
ち

顧  

問
　
中
川
　
禎
二
　

藩
校
有
造
館
建
学
の
流
れ
― 

そ
の
六

中
国
・
武
漢
市
で
一
昨
年
十
二
月
八
日
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
症
、、
以
来
昨
年
三
月
十
一
日

の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
表
明
」
を
経
て
、
四

月
十
六
日
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
全
都
道
府
県
で
発
令

さ
れ
、
多
く
の
国
民
が
日
常
を
奪
わ
れ
て
か
ら
一
年
半

が
経
過
し
た
。
日
本
は
第
二
次
大
戦
後
阪
神
淡
路
大
震

災
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
毎
年
の
よ
う
に
発
生
す

る
自
然
災
害
や
バ
ブ
ル
崩
壊
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な

ど
の
多
く
の
困
難
な
事
態
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
が
、
全

国
民
が
同
時
に
不
自
由
な
日
常
を
感
じ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
相
次
ぐ
緊
急
事
態
宣
言
・
ま
ん
延
防
止
等
特

別
措
置
に
よ
り
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
、
密
集
、
密

接
・
密
閉
の
三
密
の
回
避
、
外
出
の
自
粛
、
飲
食
店
で

の
時
短
、
酒
類
の
販
売
制
限
な
ど
の
規
制
等
に
よ
り
不

自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
事
態
の
な
か
で
、
一
年
延
期
の
東
京
五
輪

は
七
月
二
十
三
日
～
八
月
八
日
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

八
月
二
十
四
日
～
九
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
。

開
催
の
直
前
ま
で
開
催
賛
成
・
反
対
と
ま
さ
に
国
論

が
二
分
さ
れ
た
が
、
大
会
は
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
。

八
年
前
に
自
ら
手
を
挙
げ
、
開
催
決
定
の
報
に
国
民

が
大
喜
び
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
日
本
は
コ
ロ
ナ
禍

の
真
最
中
で
も
、
開
催
国
の
責
任
を
全
う
し
た
。

徹
底
的
な
感
染
対
策
、
選
手
を
癒
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
お
も
て
な
し
、
多
様
な
食
文
化
や
宗
教
に
配
慮
し

た
、
料
理
な
ど
の
国
・
東
京
都
の
努
力
に
加
え
、
質
の

高
い
医
療
体
制
も
あ
っ
て
、
各
国
要
人
か
ら
「
日
本
だ

か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
開
催
で
き
た
」
と
称
賛
の
言

葉
が
伝
え
ら
れ
た
。

幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
、
海
外
か
ら
多
く
の

外
交
官
や
政
府
に
雇
わ
れ
た
学
者
、
技
師
な
ど
が
日
本

に
来
た
が
、
彼
ら
の
日
本
の
印
象
を
纏
め
た
「
逝
き
し

世
の
面
影
」（
渡
辺
京
二
著
）
と
い
う
著
書
が
あ
る
。
そ

こ
に
は
、
日
本
人
が
善
良
で
愛
想
が
よ
く
、
勤
勉
で
辛

抱
強
く
働
く
、
穏
や
か
で
礼
儀
正
し
い
、
礼
節
を
重
ん

じ
る
な
ど
一
様
に
東
京
五
輪
で
受
け
た
称
賛
と
同
じ
言
葉

が
並
び
、
日
本
人
の
人
間
性
は
変
わ
っ
て
な
い
こ
と
に
安

堵
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
異
常
時
で
な
か
っ
た
ら
も
っ

と
世
界
の
人
々
に
満
足
し
て
も
ら
え
た
と
思
う
と
残
念
だ
。

猛
威
を
振
る
っ
て
き
た
第
五
波
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
が

こ
の
と
こ
ろ
急
速
に
減
少
し
て
き
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

の
向
上
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
人
流
の
抑
制
な
ど
の
効
果

が
言
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
明
確
な
医
学
的
検
証
が
な

い
の
は
不
安
で
あ
る
。
第
四
波
は
イ
ギ
リ
ス
由
来
の
「
ア

ル
フ
ァ
株
」、
第
五
波
は
イ
ン
ド
由
来
の
「
デ
ル
タ
株
」

と
い
っ
た
変
異
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
拡
大
の
大
き
な
要
因

に
な
っ
て
き
た
。
心
配
さ
れ
る
第
六
波
が
来
た
時
の
備

え
は
大
丈
夫
か
。
日
本
発
の
変
異
ウ
イ
ル
ス
も
考
え
る

と
、
や
は
り
国
産
の
ワ
ク
チ
ン
と
治
療
薬
が
望
ま
れ
る
。

一
日
も
早
く
日
常
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

「
日
常
」
は
い
つ
の
日
？

「
日
常
」
は
い
つ
の
日
？

理
事
長
　

理
事
長
　
飯
田
　
俊
司

飯
田
　
俊
司
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戸
や
長
崎
に
遊
学
生
を
派
遣
し
ま
し
た
。
今
回
は
長
崎

海
軍
伝
習
所
と
、
そ
こ
に
派
遣
さ
れ
た
有
造
館
の
若
き

俊
英
達
を
取
り
あ
げ
お
伝
え
し
ま
す
。

長
崎
海
軍
伝
習
所

徳
川
幕
府
は
諸
外
国
と
の
緊
迫
し
た
諸
情
勢
に
、
日

本
は
海
国
で
あ
る
以
上
、
海
軍
を
つ
く
り
軍
備
を
整
え

る
政
策
を
企
て
た
。
そ
こ
で
長
く
友
好
関
係
を
持
つ
オ

ラ
ン
ダ
に
協
力
を
求
め
、
嘉
永
六
年
九
月
（
一
八
五
三

年
）
に
交
渉
を
始
め
安
政
二
年
八
月
（
一
八
五
五
年
）

海
軍
伝
習
所
が
開
設
さ
れ
た
。
所
長
は
長
崎
奉
行
所
・

永
井
玄
番
頭
で
伝
習
生
監
督
は
勝
麟
太
郎
で
あ
っ
た
。

教
官
は
全
員
オ
ラ
ン
ダ
人
で
ペ
レ
ス
・
ラ
イ
ケ
ン
大
尉

が
隊
長
で
士
官
・
下
士
官
・
火
夫
・
水
兵
に
至
る
ま
で

二
十
二
名
で
発
足
し
た
。
当
時
と
し
て
は
多
額
の
投
資

で
あ
っ
た
が
、
日
本
近
代
化
へ
の
貢
献
が
誠
に
大
き

か
っ
た
事
は
幕
府
の
功
績
と
し
て
認
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

津
藩
か
ら
の
伝
習
生

海
軍
伝
習
所
が
開
設
さ
れ
る
や
早
々
に
全
国
か
ら
俊

秀
が
集
ま
っ
て
い
る
。
藤
堂
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
藩
士

は
「
市
川
清
之
助
・
村
田
佐
十
郎
・
菅
野
秀
二
・
渡
辺

七
郎
・
橋
本
平
源
太
・
水
谷
八
十
八
・
滝
本
重
吉
・
深

井
半
左
衛
門
・
山
名
正
太
夫
・
水
沼
久
太
夫
・
堀
江
鍬

次
郎
・
柳
宗
五
郎
（
楢
悦
）」
以
上
十
二
名
で
あ
る
。

勝
海
舟
著
「
海
軍
歴
史
」
に
よ
る
と
第
一
回
（
第
一

期
生
）
の
参
加
藩
と
生
徒
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

幕
府
藩
士
は
五
十
名
・
鹿
児
島
藩
十
六
名
・
熊
本
藩

五
名
・
福
岡
藩
二
十
八
名
・
萩
藩
十
五
名
・
佐
賀
藩
四

十
七
名
・
津
藩
十
二
名
・
福
山
藩
四
名
・
掛
川
藩
一
名
、

以
上
、
幕
府
ほ
か
八
藩
、
百
七
十
八
名
で
あ
る
。

全
国
で
約
二
百
六
十
藩
と
言
わ
れ
る
中
で
津
藩
の
参

加
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
督
学
齋
藤
拙
堂
が

人
材
育
成
に
如
何
に
力
を
入
れ
た
か
が
窺
が
わ
れ
る
。

学
習
は
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
蒸
気
船
「
ス

ン
ピ
ン
」
号
で
行
わ
れ
、
航
海
術
・
運
用
術
・
造
船
・

砲
術
・
船
具
学
・
測
量
術
・
数
学
・
騎
兵
訓
練
・
歩
兵

訓
練
・
蒸
気
・
地
理
・
蘭
語
等
で
あ
る
。
指
導
は
か
な

り
厳
し
く
特
に
実
技
訓
練
は
、
生
徒
に
と
っ
て
苦
難
の

連
続
で
あ
っ
た
。
最
も
困
っ
た
の
は
言
語
の
壁
で
、
最

初
は
通
訳
つ
き
の
学
習
で
あ
っ
た
が
か
な
り
能
率
の
悪

い
も
の
で
あ
っ
た
。
幕
府
学
問
所
昌
平
黌
の
秀
才
で
も

想
像
を
絶
す
る
苦
労
を
重
ね
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
不
屈
の
努
力
で
こ
の
苦
労
を
乗
り
越
え
近
代
軍

事
科
学
を
身
に
つ
け
た
。

幕
府
は
蒸
気
船
「
ス
ン
ピ
ン
」
号
（
の
ち
の
観
光
丸
）

の
寄
贈
を
受
け
た
代
わ
り
に
、
新
造
鑑
を
二
隻
発
注
し

た
。
こ
の
う
ち
最
初
の
一
隻
が
竣
工
し
長
崎
で
引
き
渡

し
さ
れ
た
の
が
、
安
政
四
年
九
月
（
一
八
五
七
年
）
で

あ
っ
た
。
こ
の
船
が
勝
海
舟
ら
日
本
人
の
手
に
よ
る
最

初
の
太
平
洋
横
断
し
た
「
咸
臨
丸
」
で
あ
る
。

丁
度
こ
れ
を
機
に
オ
ラ
ン
ダ
教
官
団
と
の
契
約
が
満

期
と
な
り
、
長
崎
海
軍
伝
習
生
の
第
一
期
生
は
卒
業
し

た
。
幕
府
は
第
一
期
生
の
海
軍
伝
習
が
か
な
り
の
成
果

を
収
め
た
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
に
第
二
次
教
官
団
を
求
め

更
に
二
年
間
延
長
し
安
政
六
年
十
一
月
（
一
八
五
九
年
）

ま
で
実
施
し
た
。
こ
の
間
第
二
期
生
・
第
三
期
生
が
学

習
し
た
。
こ
こ
で
教
育
を
受
け
た
生
徒
た
ち
が
近
代
日

本
の
礎
を
築
い
た
俊
英
と
し
て
明
治
時
代
に
活
躍
し
た
。

余
談
と
な
る
が
長
崎
海
軍
伝
習
所
は
海
軍
技
術
以
外
に

煉
瓦
建
て
の
機
械
工
場
、
蒸
気
機
関
工
場
（
三
菱
長
崎

造
船
所
の
前
身
）
の
建
設
や
、
軍
医
官
ポ
ン
ぺ
に
よ
る

物
理
学
・
化
学
・
医
学
の
進
歩
的
な
指
導
と
、
長
崎
養

生
所
（
近
代
洋
式
病
院
で
現
在
の
長
崎
大
学
医
学
部
の

前
身
）
の
建
設
は
日
本
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
こ
と
を

私
共
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

次
号
で
は
、
長
崎
海
軍
伝
習
所
へ
派
遣
さ
れ
た
津
藩

の
十
二
名
の
う
ち
偉
業
を
残
し
た
堀
江
鍬
次
郎
と
柳
宗

五
郎
（
楢
悦
）
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

参
考
文
献
　	

勝
海
舟
著
「
海
軍
歴
史
」

　
　
　
　
　
高
橋
邦
太
郎
著
「
軍
事
」

　
　
　
　
　
藤
井
哲
博
著
「
長
崎
海
軍
伝
習
所
」
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齋
藤
拙
堂
顕
彰

第
六
回「
俳
句
・
短
歌
」の
募
集

十
月
一
日
発
行
の
津
市
広
報
と
、
十
月
十
一
日
付
け

で
事
務
局
か
ら
会
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に

第
六
回
・
齋
藤
拙
堂
顕
彰
「
俳
句
・
短
歌
」
を
募
集
し

ま
し
た
。

応
募
期
限
は
、
令
和
三
年
十
月
一
日
（
金
）
～
令
和

三
年
十
二
月
十
日
（
金
）
ま
で
。

応
募
方
法

○
官
制
は
が
き
一
枚
に
五
作
品
。
自
作
で
未
発
表
の
物

に
限
り
ま
す
。

○
俳
句
・
短
歌
い
ず
れ
も
一
人
五
作
品
以
内
と
し
ま
す
。

○
選
者
が
添
削
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
郵
便
番
号
を

明
記
。

　
俳
句
・
短
歌
担
当
　
山
﨑
満
世
理
事

（
☎
０
５
９
―
２
５
５
―
２
５
１
５
）

優
秀
作
品
は
令
和
四
年
三
月
二
十
日
（
日
）
の
第
六

回
齋
藤
拙
堂
顕
彰
吟
道
大
会
で
表
彰
し
吟
詠
さ
れ
ま
す
。

賞
は
津
市
長
賞
・
津
市
議
会
議
長
賞
・
津
市
教
育
長

賞
・
齋
藤
拙
堂
顕
彰
会
会
長
賞
の
四
賞
で
す
。
選
者
は
、

俳
句
は
山
﨑
満
世
理
事
、
短
歌
は
三
芳
公
子
で
、
そ
れ

ぞ
れ
津
市
発
行
「
津
市
民
文
化
」
の
俳
句
・
短
歌
欄
の

選
を
担
当
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

齋
藤
拙
堂
顕
彰

『
第
五
回
小
中
学
生
書
道
展
』

令
和
四
年
三
月
四
日
（
金
）
か
ら
三
月
六
日
（
日
）

ま
で
、
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
三
階
の
生
活
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
（
展
示
室
）
で
、
齋
藤
拙
堂
を
顕
彰
す
る
県

下
の
小
中
学
生
書
道
展
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
時
間
は
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
。
最
終
日
は
午
後
二
時
。

応
募
要
項

対
象
＝
小
学
生
・
中
学
生
の
毛
筆
作
品

作
品
の
大
き
さ
＝
八
ツ
切
り
・
縦
形
式
の
み

課
題
＝
小
一
・
お
し
ろ
　
小
二
・
み
ど
り

　
　
　
小
三
・
せ
つ
ど
う
　
小
四
・
入
徳
門

　
　
　
小
五
・
有
造
館
　
小
六
・
拙
堂
文
話

　
　
　
中
学
生
・
月
瀬
記
勝

書
体
＝
小
学
生
は
楷
書

　
　
　
中
学
生
は
楷
書
ま
た
は
行
書

　
　
　
一
人
一
点

名
前
の
書
き
方
＝
小
学
一
、
二
年
は
ひ
ら
が
な

　
　
　
三
年
以
上
は
漢
字
。

学
年
の
書
き
方
＝
小
一
～
中
三
、
又
は
一
年
～
六
年
、

中
学
生
も
一
年
～
三
年
の
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。

行
書
作
品
は
名
前
も
行
書

応
募
期
間
は
、
令
和
三
年
十
二
月
一
日
（
水
）
か
ら

令
和
四
年
一
月
十
六
日
（
日
）

齋藤拙堂顕彰

令和 3 年 10 月 1 日（金曜日）

～令和 3 年 12 月 10 日（金曜日）

応 募 先  ：  齋藤拙堂顕彰会　山 﨑 満 世　〒514-1138  津市戸木町 2083　TEL  059-255-2515　

主 催：齋藤拙堂顕彰会　　共催：津市吟剣詩舞道連盟
後 援：津市・津市教育委員会

齋藤拙堂は江戸時代末期に津藩校有造館を

拠点として全国的に活躍した漢学者。

津市民が誇るべき偉大な詩人・学者・教育者・

経世家である。

官製はがき一枚に 5 作品、自作で未発表の物に限ります。
俳句・短歌いずれも一人 5 作品以内とします。
選者が添削する場合があります。
住所、氏名（フリガナ）、年齢、電話番号、郵便番号を明記の上出品して下さい。

「俳句・短歌」募集

第６回

・齋藤拙堂　・有造館
・津の風景と歴史を含む自由題

テ
ー
マ

募集期間

応募方法

応募された作品のうち、優秀作品に津市長賞、津市議会議長賞、津市教育委員会教育長賞及び齋藤
拙堂顕彰会会長賞が贈られ、令和 4 年 3 月 20 日（日）第 6 回齋藤拙堂顕彰吟道大会で表彰します。

選考発表

令
和
三
年
度
下
期
の
行
事
予
定



（7）2021年（令和3年）12月1日 齋藤拙堂顕彰会会報 第11号　

優
秀
な
作
品
に
は
津
市
長
賞
・
津
市
議
会
議
長
賞
・
津

市
教
育
長
賞
・
齋
藤
拙
堂
顕
彰
会
会
長
賞
等
が
贈
ら
れ
、

そ
の
表
彰
は
令
和
四
年
三
月
六
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

書
道
展
担
当
　
稲
垣
武
嗣
理
事

（
☎
０
５
９
―
２
２
４
―
３
６
７
０
）

齋
藤
拙
堂
顕
彰
吟
道
大
会

令
和
四
年
三
月
二
十
日
（
日
）、
津
市
吟
剣
詩
舞
道
連

盟
主
催
・
津
市
共
催
・
齋
藤
拙
堂
顕
彰
会
後
援
の
第
六

回
齋
藤
拙
堂
顕
彰
吟
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
当
日
「
齋
藤
拙
堂
顕
彰
・
俳
句
・
短
歌
」
の

表
彰
式
を
行
い
、
優
秀
作
品
が
吟
じ
ら
れ
ま
す
。

入
場
は
無
料
。
ご
来
場
を
歓
迎
し
ま
す

日
時
　
令
和
四
年
三
月
二
十
日
（
日
）

　
　
　
午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
四
時
三
十
分

場
所
　
津
市
大
門
七
―
十
五

　
　
　
津
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ス
二
階

　
　
　
　
　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

● 

団
体
会
員
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

株
式
会
社
百
五
総
合
研
究
所

伊
藤
印
刷
株
式
会
社

二
松
学
舎
大
学
松
苓
会
三
重
県
支
部
朋
友
会

株
式
会
社
百
五
銀
行

公
益
社
団
法
人
日
本
吟
道
学
院
水
心
会

三
重
交
通
株
式
会
社

百
五
リ
ー
ス
株
式
会
社

公
益
社
団
法
人
日
本
詩
吟
学
院
津
岳
風
会

岡
三
証
券
株
式
会
社
津
支
店

株
式
会
社
Ｚ
Ｔ
Ｖ

百
五
証
券
株
式
会
社

株
式
会
社
刀
根
菓
子
館

錦
水
流
淡
翠
吟
詠
会

水
洋
流
詩
吟
朗
詠
会

株
式
会
社
百
五
カ
ー
ド

藤
貴
流
扇
和
会
三
重
県
本
部

ミ
フ
ジ
株
式
会
社

比
佐
豆
知
神
社

社
会
福
祉
法
人
三
鈴
会
さ
く
ら
保
育
園

株
式
会
社
ヘ
ル
シ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー

  

会 

員 

一  

覧
　
　
　
　
令
和
三
年

　
十
一
月
一
日
現
在

齋藤拙堂展開催のお知らせ齋藤拙堂展開催のお知らせ

令和令和４４年年２２月月１９１９日（土）～日（土）～４４月月１７１７日（日）日（日）

―齋藤正和コレクション受贈記念――齋藤正和コレクション受贈記念―

場  所：石水博物館場  所：石水博物館
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赤
塚
　
　
聰

赤
野
　
多
恵

浅
田
　
剛
夫

阿
部
み
ど
り

飯
田
　
俊
司

飯
田
　
俊
英

飯
田
　
泰
之

池
上
　
悦
美

池
川
　
誠
一

石
野
　
孝
廣

板
谷
ツ
ヤ
子

伊
藤
　
英
次

伊
藤
　
歳
恭

伊
藤
　
武
治

伊
藤
　
鐐
造

稲
垣
　
武
嗣

稲
葉
　
邦
成

井
ノ
口
輔
胖

岩
崎
　
克
彦

上
島
　
正
明

内
田
　
観
成

梅
田
　
安
春

浦
出
　
雅
人

大
井
　
和
人

大
森
　
芳
二

小
川
　
直
紀

奥
田
　
則
子

栢
原
　
　
良

勝
眞
　
千
代

葛
山
　
　
丕

加
藤
　
　
栄

加
藤
　
恒
二

加
藤
　
龍
宗

金
児
　
玲
子

川
合
　
俊
平

川
西
み
ど
り

河
村
ツ
タ
子

木
崎
　
真
陽

喜
田
　
恭
子

● 

個
人
会
員
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

井
村
屋
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

株
式
会
社
ぜ
に
や
Ｈ
・
Ｃ

株
式
会
社
ヘ
リ
テ
ッ
ジ
ホ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン

株
式
会
社
辻
工
務
店

三
重
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

一
般
財
団
法
人
三
重
県
環
境
保
全
事
業
団

三
重
県
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
会

紀
平
　
奉
剣

紀
平
　
嘉
信

草
深
久
美
子

楠
　
　
久
子

雲
井
　
　
敬

雲
井
　
　
純

栗
真
　
恵
光

向
坂
　
和
也

粉
川
　
孝
英

國
分
　
昭
男

児
玉
　
　
進

小
林
　
貴
虎

齋
藤
　
正
晃

齋
藤
　
正
和

齋
藤
　
正
人

酒
井
　
宏
明

坂
部
　
竜
也

佐
々
木
と
し
子

澤
口
　
真
理

下
野
坊
順
恵

菅
野
　
克
也

杉
浦
　
雅
和

村
主
　
英
明

髙
岡
　
弘
典

髙
沖
　
芳
寿

高
倉
ふ
じ
子

高
山
　
　
尚

瀧
川
　
　
茜

竹
内
　
雅
明

岡
　
　
美
代

（
竹
村
観
扇
）

辰
巳
　
清
和

田
中
康
一
郎

田
中
　
幸
子

田
中
　
智
之

田
中
　
秀
人

田
邊
　
礼
子

谷
口
　
定
男

種
田
　
啓
子

種
田
　
真
山

田
矢
　
修
介

塚
澤
　
　
正

塚
澤
　
　
洋

柘
植
　
信
子

辻
　
　
保
彦

津
村
　
観
耀

寺
尾
　
正
紀

寺
田
　
観
啓

冨
田
　
陽
子

豊
田
　
龍
倭

内
藤
　
奉
悠

中
川
　
禎
二

中
川
　
弘
文

長
嶋
紀
美
子

中
島
　
伸
子

中
津
　
忠
夫

中
野
　
　
清

中
村
　
昭
子

中
村
美
知
子

長
合
　
教
実

西
岡
　
慶
子

西
川
　
幾
子

長
谷
　
　
茂

畠
山
　
彦
和

林
　
　
朝
子

林
　
　
竹
生

林
　
　
忠
男

林
口
　
朋
一

葉
山
　
俊
郎

久
岡
　
克
美

人
見
　
一
晴

福
　
　
正
直

藤
井
　
奉
修

藤
貴
　
靜
扇

渕
脇
　
實
博

本
田
三
千
子

増
田
　
廸
子

増
田
　
幸
恵

松
井
　
幸
子

松
村
　
勝
順

水
谷
　
忠
文

水
谷
　
千
春

見
並
　
勤
子

村
田
　
　
修

森
岡
　
三
和

森
永
　
昌
雄

森
永
　
千
寿

森
永
　
敏
江

安
村
久
仁
男

柳
川
　
隆
一

柳
谷
　
　
剛

簗
田
　
和
郎

山
上
　
和
美

山
家
　
　
泉

山
﨑
　
　
計

山
﨑
　
満
世

山
中
　
利
之

山
本
三
千
代

吉
田
　
　
壽

米
田
　
豊
山

米
田
　
嬌
山

若
林
　
宏
幸

芳
野
　
貴
典

青
木
　
美
樹

三
芳
　
公
子

樋
田
　
由
美

高
田
　
峰
昭

谷
　
　
伸
司

中
村
　
　
誠

深
貝
　
龍
舟

細
谷
　
正
吉

小
林
　
一
成

小
林
　
　
彰

古
海
　
玲
子

石
澤
　
敏
夫

森
下
　
文
夫

福
島
　
鎮
子

社
河
内
久
美
子

（
山
口
）

中
西
　
容
聖

楢
原
富
美
子

東
谷
き
み
子

齋
藤
拙
堂
顕
彰
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
利
用
下
さ
い
。

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http:/
/
setsudo.jp/


